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読
者
の
み
な
さ
ん
、
日
頃
の
ご
愛
読
、

党
へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
９
月
の
地
区
党
会
議
で
地
区
委
員

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
大
我
進
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

党
は
第
５
回
中
央
委
員
会
で
、
総
選

挙
の
方
針
を
決
め
、
「
総
選
挙
は
歴
史

的
岐
路
に
お
け
る
重
要
な
意
義
を
も
つ

た
た
か
い
」
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

「
６
５
０
万
票
以
上
の
得
票
で
議
席
倍

増
」
を
果
た
し
、
国
民
の
「
政
治
を
良

く
し
て
ほ
し
い
！
」
と
の
期
待
に
応
え

る
も
の
で
す
。

政
治
情
勢
は
、
二
大
政
党
づ
く
り
が

破
綻
に
直
面
し
、
大
き
な
二
つ
の
流
れ

の
対
決
構
図
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
は
、
自
民
党
化
を
完
成
さ

せ
た
民
主
党
と
、
さ
ら
に
右
傾
化
す
る

自
民
党
、
“
突
撃
隊
”
の
役
割
を
果
た

す
日
本
維
新
の
会
が
、
国
民
の
く
ら
し

そ
っ
ち
の
け
で
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り

を
す
す
め
る
、
危
険
な
流
れ
で
す
。
他

方
は
、
「
原
発
ゼ
ロ
」
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
」

な
ど
で
、
国
民
の
た
た
か
い
が
各
分
野

で
歴
史
的
に
高
揚
し
て
い
る
こ
と
で
、

そ
の
中
で
日
本
共
産
党
が
重
要
な
役
割

を
発
揮
し
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
総
選
挙
で
、
消
費
税
増
税

の
実
施
阻
止
、
即
時
原
発
ゼ
ロ
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
絶
対

阻
止
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
・
日
米

安
保
の
是
非
を
問
う
こ
と
を
掲
げ
て
た

た
か
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
実
現
に
は
、

比
例
区
で
藤
野
や
す
ふ
み
予
定
候
補
、

５
区
で
は
三
沢
よ
し
お
予
定
候
補
の
必

勝
が
不
可
欠
で
す
。
み
な
さ
ん
の
大
き

な
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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遺
骨
を
迎
ふ

し
ぐ
れ
つ
つ

し
づ
か
に
も
六
百
五
十
柱

山
頭
火

こ
の
俳
句
の
色
紙
が
伊
那
市
美
篶
の

矢
島
太
郎
さ
ん
家
に
あ
る
。
高
遠
町
河
南
の

前
田
若
水
さ
ん
か
ら
譲
ら
れ
た
▼
昭
和
十
二

年
七
月
、
日
支
事
変
勃
発
、
日
本
中
か
ら
応

召
兵
が
続
々
と
中
国
へ
。
や
が
て
大
勢
戦
死
、

白
い
函
と
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
掲
句
は
山

頭
火
の
郷
里
山
口
県
山
口
駅
頭
の
光
景
で
、

六
百
五
十
柱
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
多
数
の

戦
死
者
の
霊
、
初
冬
の
時
雨
に
静
静
と
列
を

な
す
▼
自
由
律
の
俳
人
種
田
山
頭
火
（
１
８

８
２-

１
９
４
０
）
は
、
昭
和
十
四
年
五
月
三

日
午
後
一
時
伊
那
町
駅
着
、
伊
那
高
等
女
学

校
の
前
田
若
水
（
山
頭
火
と
同
じ
『
層
雲
』

同
人
）
を
訪
ね
、
二
人
で
井
上
井
月
の
墓
参

り
に
美
篶
大
田
窪
の
塩
原
梅
関
の
墓
地
へ
▼

井
月
は
明
治
二
十
年
三
月
十
日
、
六
十
六
歳

没
。
梅
関
が
三
峰
川
か
ら
拾
っ
て
き
た
と
い

う
赤
御
影
の
ご
く
簡
素
な
墓
石
だ
っ
た
が
、

そ
の
写
真
を
昭
和
五
年
発
行
の
『
井
月
全
集
』

で
見
て
、
山
頭
火
は
井
月
に
強
い
憧
れ
を
抱

き
、
井
月
の
墓
参
を
念
願
と
し
た
▼
山
頭
火

は
伊
那
町
の
若
水
の
家
に
二
泊
、
盛
ん
に
色

紙
に
揮
毫
。
そ
の
一
枚
が
、
し
ぐ
れ
つ
つ
…

で
あ
る
。
こ
の
一
句
を
見
て
も
山
頭
火
の
戦

争
に
対
す
る
感
じ
方
・
考
え
が
わ
か
る
▼

「
支
那
軍
の
暴
戻
を
膺
懲
す
る
」
と
い

ぼ
う
れ
い

よ
う
ち
ょ
う

う
当
時
の
政
府
。
戦
争
を
謳
歌
し
煽
る

新
聞
・
世
論
に
山
頭
火
は
加
担
し
な
い
。

体
制
と
無
縁
に
、
自
己
の
道
を
歩
も
う

と
す
る
。
戦
争
で
傷
つ
く
日
本
人
・
中

国
人
を
思
い
や
る
。

（
Ｔ
）

地 蜂

(1）

力
い
っ
ぱ
い
訴
え
ま
す
！

10
月
16
日
付
の
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」

４
面
で
、
私
の
訴
え
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
「
語
る
＠
総
選
挙
」

と
い
う
特
集
で
す
。

私
の
演
説
（
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
で
地
域
に
雇

用
が
生
ま
れ
る
話
）
を
聞
い

て
く
だ
さ
っ
た
若
い
男
性
が
、

「
初
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
話
を
身
近

に
感
じ
た
。
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
転

換
で
き
る
と
納
得
し
た
」
と
感
想
を

寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
う
れ
し
い
で

す
ね
♪

こ
れ
か
ら
も
力
い
っ
ぱ
い

訴
え
ま
す
！

衆
議
院
比
例
代
表
予
定
候
補

藤
野
や
す
ふ
み

大演説会用の新しいポス

ターができました

６
５
０
万
票
、
議
席
倍
増
を
め
ざ
し
、
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

日
本
共
産
党
上
伊
那
地
区
委
員
長

大
我

進

カ
ッ
ト

雨の中、原発ゼロのデモ隊
の先頭に立つ三沢よしお

５区予定候補（中央）
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が
挨
拶
し
て
く
れ
た
り
、
大
型
ダ
ン
プ
の

運
転
台
か
ら
手
を
振
っ
て
く
れ
る
な
ど
、

共
産
党
へ
の
期
待
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
斉
行
動
は
、
毎
月
第
３
木
曜
日
の
朝
、

次
回
は
11
月
15
日
を
予
定
し
て
い
る
の
で

読
者
の
み
な
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い

と
の
こ
と
で
す
。

荒
井
区
を
担
当
す
る
中
央
支
部

は
世
帯
数
１
４
３
５
、
有
権
者
約

２
８
０
０
人
で
労
働
者
と
商
店
が

集
中
し
て
い
る
地
域
で
す
。

支
部
会
議
は
月
１
回
が
精
一
杯
の
と
こ
ろ

で
す
が
、
全
員
が
参
加
で
き
、
世
間
ば
な
し

と
政
治
討
議
に
花
を
咲
か
せ
、
活
動
の
交
流

と
行
動
予
定
を
立
て
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

今
年
４
月
、
２
人
の
転
入
党
員

を
迎
え
て
新
し
い
息
吹
の
中
「
党

勢
拡
大
大
運
動
に
取
り
組
も
う
」

と
計
画
し
、
以
前
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
を
購
読
し
て
い
た
人
や
地
域

で
結
び
つ
き
の
あ
る
人
を
地
図
に

印
を
つ
け
、
前
沢
市
議
の
援
助
も

得
て
行
動
し
て
い
ま
す
。
先
日
は
、

か
つ
て
の
同
僚
や
元
読
者
に
働
き

か
け
て
日
曜
版
を
購
読
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

支
部
で
は
「
６
５
０
万
票
獲
得

で
議
席
倍
増
」
を
め
ざ
す
総
選
挙

に
向
け
て
後
援
会
づ
く
り
を
急
い
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
11
月
18
日
、
西
箕
輪
の
老
人
憩
の

家
で
の
演
説
会
と
支
部
の
地
元
で
開
催
す
る

12
月
８
日
県
文
化
会
館
で
の
大
演
説
会
の
成

功
に
向
け
て
、
多
く
の

人
に
呼
び
か
け
て
参
加

し
て
も
ら
い
、
日
本
共

産
党
へ
の
理
解
と
支
持

を
広
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
Ｎ
Ｅ

Ｃ
）
住
民
訴
訟
の
裁
判
が
10
月
15
日
、

長
野
地
裁
で
６
回
目
の
裁
判
が
行
わ
れ

次
回
は
12
月
６
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
原
告
側
は
被
告
側
と
証
拠

書
面
を
取
り
交
わ
し
て
お
り
、
被
告
側

と
Ｎ
Ｅ
Ｃ
側
（
被
告
を
補
助
）
は
工
場

用
地
の
取
得
な
ど
を
め
ぐ
る
見
解
が
大

き
く
食
い
違
い
矛
盾
を
露
呈
さ
せ
て
い

ま
す
。

原
告
側
は
こ
う
し
た
中
、
関
係
者
の

小
坂
樫
男
前
市
長
、
白
鳥
孝
市
長
と
Ｎ

Ｅ
Ｃ
担
当
者
等
の
証
人
申
請
を
10
月
１

日
に
行
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
証
人
を

求
め
る
「
要
請
署
名
」
１
７
３
０
人
分

を
10
月
11
日
に
第
一
次
分
と
し
て
裁
判

長
に
送
り
ま
し
た
。

原
告
団
事
務
局
に
よ
る
と
「
Ｎ
Ｅ
Ｃ

問
題
の
真
相
究
明
と
賠
償
責
任
を
明
確

に
す
る
こ
と
と
裁
判
が
公
正
に
行
わ
れ

る

事

を

求

め

る

『
証
人
要
請
署
名
』

は
、
次
回
裁
判
前

の
11

月
い
っ
ぱ
い

ま
で
取
り
組
む
」

と
し
市
民
に
協
力

を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

「消費税に頼らない別の道」「領土問題」「ＴＰＰ 、オ

スプレイ、米軍基地を押しつけるアメリカ言いなり断つ」

日本共産党の演説会でズバリお話します。

ぜひお出かけください。

各所で開かれる日本共産党演説会

10月28日（日）午後３時 上の原公民館・大広間

11月11日（日）午後３時 高遠町福祉センター「やますそ」

11月18日（日）午前10時 西箕輪老人憩の家

11月25日（日）午後２時 ＪＡ春富支所２階（元東春近支所）

お話は各会場とも、三沢よしお五区予定候補、

小林伸陽県会議員、党伊那市会議員等です

10
月
18
日
、
北
陸
信
越
５

県
の
共
産
党
は
、
総
選
挙
勝

利
に
向
け
て
、
藤
野
や
す
ふ

み
比
例
候
補
、
三
沢
よ
し
お

５
区
候
補
、
地
方
議
員
、
支

部
員
ら
が
街
頭
や
駅
頭
で
一

斉
に
宣
伝
し
ま
し
た
。

伊
那
で
は
、
春
近
大
橋
、

中
央
区
、
新
山
入
口
、
双
葉

町
、
大
萱
の
各
信
号
前
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。

行
動
に
参
加
し
て
い
る
あ

る
支
部
員
は
、
「
回
を
追
う

ご
と
に
反
応
も
高
ま
り
を
見

せ
て
き
て
お
り
、
い
つ
も
無

表
情
で
素
通
り
し
て
い
た
人

共産党の

支部活動

中央支部

新しいポスターを貼る支部員

ＮＥＣ裁判
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今
号
も
２
・
４
事
件
の
お
き
た
一
九
三
三
年

（
昭
和
八
年
）
頃
の
革
新
勢
力
の
状
況
を
、
赤
色

救
援
会
の
続
き
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

赤
色
救
援
会
長
野
支
部

上
伊
那
地
区

②

と
こ
ろ
が
八
月
に
埋
橋
千
春
、
唐
沢
清
直
の

保
釈
が
取
消
さ
れ
収
監
さ
れ
た
た
め
、
再
び
活
動

が
消
滅
の
危
機
に
陥
り
ま
し

た
。
こ
の
と
き
、
全
農
の
上

伊
那
地
区
委
員
会
で
「
地
区

委
員
の
坂
井
喜
夫
を
責
任
者

と
し
て
組
織
活
動
の
開
始
」

を
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
埋
橋
・
唐
沢
の

救
援
活
動
を
開
始
、
さ
ら
に

治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ

れ
た
上
伊
那
出
身
で
在
京
の
被
検
挙
者
唐
沢
清
勝
、

原
俊
雄
、
小
坂
光
春
等
の
救
援
基
金
を
集
め
た
り
、

唐
沢
清
直
の
家
族
救
援
の
た
め
稲
刈
り
の
共
同
作

業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
救
援
会
本

部
と
の
連
携
の
下
で
組
織
の
確
立
に
努
め
、
全
協

繊
維
、
全
協
教
労
、
全
協
交

運
な
ど
の
上
伊
那
の
各
地
区

組
織
、
そ
れ
に
全
農
上
伊
那

地
区
や
共
青
上
伊
那
シ
ン
パ

団
体
な
ど
の
団
体
加
盟
を
う

け
て
、
２
・
４
事
件
に
よ
る

検
挙
ま
で
活
動
が
続
け
ら
れ

ま
し
た
。

全
農
全
会
上
伊
那
地
区
委
員
会

全
国
農
民
組
合
は
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一

年
）
四
月
九
日
に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
、
大
山
郁
夫
な
ど

の
提
唱
し
た
合
法
政
党
労
農
党
を
支
持
す
る
本
部

派
と
支
持
強
制
反
対
全
国
会
議
（
略
称
全
農
全
会
）

が
生
ま
れ
、
長
野
県
の
農
民
運
動
の
大
半
は
全
農

全
会
に
結
集
し
て
い
ま
し
た
。

小
坂
光
春
氏
の

著
書
「
黎
明
」
に
、
当
時
、
全
農
全
会
上
伊
那
地

区
の
常
任
書
記
を
し
て
い
た
馬
場
長
治
氏
の
資
料

と
し
て
、
２
・
４
事
件
の
前
年
一
九
三
二
（
昭
和

七
年
）
五
月
頃
に
は
「
組
合
員
数
は
上
伊
那
全
体

で
五
五
〇
人
を
超
え
る
大

き
な
組
織
」
に
発
展
し
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
労
働
調
査
所

上
伊
那
通
信
員

西
春
近
村
の
坂
井
喜
夫

は
、
上
伊
那
郡
藤
沢
村
の
出
身
で
産
業
労
働
調
査

所
の
所
員
で
あ
っ
た
秋
山
憲
夫
の
紹
介
で
同
所
の

通
信
員
と
な
り
、
全
農
全
会
の
組
合
員
の
協
力
を

得
て
上
伊
那
の
農
村
の
基
本
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

境
区

有
賀
光
良

日
本
赤
色
救
援
会

革
命
運
動
家
の
救
援
を

行
う
人
権
団
体
。
１
９
２
８
年
の
３
・
１
５
事
件

の
被
告
を
救
援
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
「
解
放

運
動
犠
牲
者
救
援
会
」
が
起
源
。
治
安
維
持
法
の

弾
圧
犠
牲
者
の
救
援
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
国
民
救
援
会
の
前
身
に
あ
た
り
ま
す
。

伊那谷の
歴史散歩

昭
和
初
期
の
上
伊
那

２
・
４
事
件
の
頃
〈1 1〉

伊
那
谷
住
民
大
学
は
、
10
月

21
日
、
「
秋
の
自
然
講
座
」
を
、

ま
す
み
ケ
丘
の
平
地
林
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。

講
師
は
「
長
野
日
報
」
の

「
長
靴
先
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
」
で
も
お
な
じ
み
の
建
石
繁

明
さ
ん
（
農
学
博
士
・
元
信
大

農
学
部
教
授
）
。

ま
す
み
ケ
丘
平
地
林
は
、
１

９
８
０
年
代
後
半
に
ゴ
ル
フ
場

建
設
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、

地
権
者
・
市
民
の
反
対
運
動
に

よ
り
計
画
は
中
止
さ
れ
、
現
在

は
、
一
部
が
市
民
の
森
林
（
も

り
）
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

建
石
さ
ん
か
ら
、
地
層
や
地
下
水
脈
、

キ
ノ
コ
の
お
話
を
聞
い
た
あ
と
、
み
ん

な
で
き
の
こ
狩
り
。
食
べ
ら
れ
そ
う
な

キ
ノ
コ
を
採
っ
て
来
て
、
鑑
定
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ベ
ニ
テ
ン
グ
ダ
ケ
と
い

う
毒
キ
ノ
コ
が
一
面
に
生
え
て
い
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
、
夜
の
汁
に
な
る
く

ら
い
の
も
の

は
、
み
な
さ

ん
、
採
る
こ

と
が
で
き
た

よ
う
で
し
た
。

子
ど
も
達

の
参
加
も
あ
っ

て
、
秋
の
一

日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

採れたキノコを鑑定中

種
を
蒔
く

前
沢
け
い
子

私
の
好
き
な
こ
と
の
一

つ
に
、
種
を
蒔
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

今
か
ら
５
年
位
前
（
だ
と
思
う
。
あ
ま

り
前
過
ぎ
て
忘
れ
て
し
ま
っ
た
）
に
枇
杷

を
食
べ
て
、
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
枇
杷
の

実
の
中
に
は
ア
ミ
グ
ダ
リ
ン(

ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
17)

と
い
う
成
分
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が

癌
の
特
効
薬
で
あ
る
と
言
う
研
究
報
告
も

あ
り
ま
す
。
蒔
い
た
枇
杷
は
全
て
芽
が
出

ま
し
た
。
何
回
か
植
え
替
え
を
し
て
、
今

で
は
一
番
大
き
い
の
は
背
丈
が
１
４
０
cm

程
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
枇
杷
を
露
地
に

下
ろ
し
て
実
が
な
る
事
を
願
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。

私
の
住
ん
で
い
る
羽
広
は
標
高
が
８
５
０

ｍ
以
上
で
、
枇
杷
が
育
つ
に
は
少
々
環
境

が
苛
酷
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
す
。

こ
の
枇
杷
の
鉢
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
「
こ
れ
枇
杷
じ
ゃ

な
い
？
一
鉢
頂
戴
」
と
言
わ
れ
て
あ

げ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
今

年
は
勇
気
を
出
し
て
３
本
を
地
面
に

下
ろ
し
て
み
ま
し
た
。
今
年
の
冬
を
越

せ
る
か
ど
う
か
、
心
配
で
す
。

市議の窓

無産者新聞に掲載された

労働者の隊列

里山の自然から学ぶ
―市民の森林（もり）に長靴先生を迎えて―
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９
年
ぶ
り
の
長
野
県
母
親
大
会

上
伊
那
母
親
連
絡
会

井
上
志
を
り

今
年
の
県
母
親
大
会
は
、
９
月
30
日
に
、
駒
ヶ
根
文
化
会
館
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
末
に
新
潟
県
で
行
わ
れ
た
日
本
母
親
大
会
に

力
を
注
い
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
時
は
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
上
伊

那
母
親
大
会
で
数
年
ご
と
に
行
っ
て
い
る
「
意
見
発
表
」
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
分
科
会
会
場
や
準
備
時
間
の
不
足
を
補
い
、
開
催
に
漕
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
前
中
、
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
各
地
域
か
ら
の
「
意
見
発
表
」
と
同
時

に
、
「
か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
ガ
ー
デ
ン
」
「
駒
ヶ
根
シ
ル
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

「
飯
島
陣
屋
」
の
３
ヵ
所
で
見
学
分
科
会
を
行
い
、
小
ホ
ー
ル
で
は
「
親

子
リ
ズ
ム
」
の
会
を
催
し
ま
し
た
。
見
学
分
科
会
は
、
夏
前
か
ら
用
意
し

ま
し
た
が
、
ど
こ
も
人
気
が
高
く
、
抽
選
で
参
加
で
き
た
人
た
ち
に
も
満

足
し
て
も
ら
え
ま
し
た
。

「
意
見
発
表
」
に
は
11
の
地
域
や
団
体
の
方
が
発
言
し
ま
し
た
。
子
ど

も
と
学
校
を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
の
「
今
」
、
年
金
、
ご
み
問
題
、
放
射

能
、
女
性
の
地
位
向
上
、
市
立
産
院
の
実
現
、
平
和
運
動
等
々
、
女
性
と

子
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題
に
対
し
て
、
県
内
各
地
の
女
性
た
ち
が
知
恵
と

工
夫
を
重
ね
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
上
伊
那

か
ら
は
「
伊
那
谷
五
人
衆
」
と
題
し
た
芝
居
仕
立
て
で
、
過
疎
と
高
齢
化
・

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
脱
原
発
・
オ
ス
プ
レ
イ
と
飛
行
訓
練
・
リ
ニ

ア
新
幹
線
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
一
人
ひ
と
り
の
セ
リ
フ

に
反
応
し
て
、
一
気
に
連
帯
感
が
強
ま
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
、
精
神
科
医
の
野
田
正
彰
さ
ん
が
「
希
望
の
持
て
る
明
日

に
す
る
た
め
に
は
、
自
分
を
取
り
ま
く
社
会
に
目
を
向
け
て
、
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
見
極
め
、
行
動
す
る
こ
と
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
心
の
持

ち
よ
う
だ
け
で
は
希
望
を
持
っ
て
生
き
ら
れ
な
い
、
行
動
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
改
め
て
感
じ
た
大
会
で
し
た
。

当
日
は
た
く
さ
ん
の
出
店
も
あ
り
、
ロ
ビ
ー
も
大
賑
わ
い
で
し
た
。

ご
苦
労
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

随
想

絵手紙 高尾町 山崎 桂子

☆ 三峰川周遊ウォーキング
１１月３日（土・文化の日）（雨天中止）
９時榛原河川公園集合

参加費 ３００円 豚汁サービス付き

主催：上伊那医療生協健康づくり委員会

申込先：組合員センター（79－8702）

☆ 新婦人創立５０周年を祝う上伊那のつどい
１１月１１日（日）10：00～15：00
大芝高原研修センター（76-0048）

参加費 ５００円（軽食つき）

・「新婦人のあゆみ」ＤＶＤ鑑賞や

シャンソン歌手ｋｕｓｕｙｏさんの歌等

主催：新婦人50周年を祝う上伊那実行委員会

連絡先:木内（72-8576）・荒（74-1255）

☆ 駒ヶ根夜の街オリエンテーリング
１１月１４日（水）

午後６時～６時４５分受付 ７時スタート

駒ヶ根駅前広場集合〈雨天決行〉

参加券３０００円（当日販売なし）

主催：上伊那民主商工会（72-0550）

後援：駒ヶ根市

☆ 日本共産党大演説会
１２月８日（土）午後６時３０分開会

県伊那文化会館大ホール

・党書記局長 市田忠義

・比例代表予定候補 藤野やすふみ

・長野５区予定候補 三沢よしお

目からウロコ、世の中が明るくなる話が聞けます。
ご家族お揃いでお出かけください。

上伊那地区委員会ホームページ作成！

「ＪＣＰ上伊那」で検索すると出てきます。

ＨＰ管理者は北原栄一さんです。

是非、ご覧ください。

お
話
し


